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成
19
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

　
　
は
、
歳
入
（
町
に
入
っ
た
お
金
）

87
億
４
、
６
６
６
万
８
、
４
４
５
円
、

歳
出
（
使
っ
た
お
金
）
86
億
２
、
９

９
６
万
７
、
４
４
６
円
で
、
差
引
１

億
１
、
６
７
０
万
９
９
９
円
を
平
成

20
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
の
伸
び
は
、
前
年
度
に

比
べ
歳
入
で
４
・
８
％
の
減
、
歳
出

で
も
５
・
１
%
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
歳
入
で
国
庫
支
出
金
が
前

年
度
に
比
べ
33
・
２
％
、
繰
入
金
が

７
・
8
％
、
諸
収
入
が
22
・
9
％
、

町
債
が
31
・
３
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し

た
こ
と
、
歳
出
で
は
、
都
市
計
画
公

園
整
備
事
業
の
終
了
、
公
営
住
宅
建

設
事
業
及
び
洞
爺
総
合
支
所
庁
舎
整

備
事
業
の
減
少
な
ど
の
普
通
建
設
事

業
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

２

平

　
町
の
家
計
簿
で
あ
り
、
町
づ
く
り
の
記
録
で
も
あ
る
、
平
成
19
年
度
の

決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成19年度

一

般

会

計

町　　　　　　　　　税

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国　庫　支　出　金

道 　 支　  出 　 金

財　　産　　収　　入

寄　 　 　附　 　 　金

繰　　　  入　　  　金

繰　  　　越　　  　金

諸　　  　収　　  　入

町　　　　　　　　　債

歳　  入　  合 　 計

1,200,661

96,000

5,000

600

1

120,904

2,000

30,000

4,996

3,901,875

1,800

57,285

294,101

420,864

320,819

156,757

1,276

1,097,559

102,594

231,350

727,250

8,773,692

1,251,779

104,220

4,363

2,311

1,257

120,904

2,413

31,837

4,996

3,901,875

2,213

64,681

285,674

405,895

319,252

154,371

1,276

1,036,289

102,595

234,657

713,810

8,746,668

104.3

108.6

87.3

385.2

125,700.0

100.0

120.7

106.1

100.0

100.0

122.9

112.9

97.1

96.4

99.5

98.5

100.0

94.4

100.0

101.4

98.2

99.7

科　　　　目 予算現額 決算額 収入率

【歳入】 (単位：千円、％)

0.1％
その他8.2％

町　債
2.7％
諸収入

1.2％
繰越金

11.8％
繰入金

1.8％
財産収入

3.6％
道支出金

4.6％
国庫出金 3.3％

使用料及び手数料

0.7％
分担金及び負担金

44.6％
地方交付税

0.1％
地方特例交付金

0.4％
自動車取得税交付金

1.4％
地方消費税交付金

14.3％
町　税 決

算
の

　
　
　
概
要

決
算
の

　
　
　
概
要

1.2％
地方譲与税



　
　
入
総
額
は
18
億
３
３
０
万
６
、

　
　
０
２
５
円
、
歳
出
総
額
は
18
億

１
、
６
０
８
万
５
７
１
円
で
、
差
引

１
、
２
７
７
万
４
、
５
４
６
円
の
不

足
額
を
翌
年
度
の
歳
入
で
補
て
ん(

繰

上
充
用
）
し
ま
し
た
。

　
　
入
総
額
は
17
億
８
、
２
１
６
万

　
　
６
、
４
２
８
円
、
歳
出
総
額
は

17
億
７
、
８
５
８
万
９
、
０
１
５
円

で
、
差
引
３
５
７
万
７
、
４
１
３
円

を
平
成
20
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
　
入
総
額
は
18
億
２
、
２
１
２
万

　
　
５
、
９
６
８
円
、
歳
出
総
額
は

18
億
３
、
７
３
５
万
９
、
８
５
５
円

で
、
差
引
１
、
５
２
３
万
３
、
８
８

７
円
の
不
足
額
を
翌
年
度
の
歳
入
で

補
て
ん
（
繰
上
充
用
）
し
ま
し
た
。

　
　
入
総
額
は
７
億
５
、
７
６
７
万

　
　
９
、
６
５
９
円
、
歳
出
総
額
は

７
億
１
、
０
７
６
万
３
、
７
１
３
円

で
、
差
引
４
、
６
９
１
万
５
、
９
４

６
円
を
平
成
20
年
度
へ
繰
り
越
し
ま

し
た
。

　
　
入
総
額
は
９
、
７
７
０
万
１
、

　
　
３
９
６
円
、
歳
出
総
額
は
９
、

５
５
６
万
６
、
０
６
９
円
で
、
差
引

２
１
３
万
５
、
３
２
７
円
を
平
成
20

年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

３

歳

特

別

会

計

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

衛　　　生　　　費

労　　　働　　　費

農　林　水　産　業　費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

教　　　育　　　費

公　　　債　　　費

給　　　与　　　費

予　　　備　　　費

歳 　 出 　 合 　 計

70,219

1,168,386

1,180,392

480,673

8,576

166,822

804,241

890,353

431,182

370,142

1,724,588

1,459,156

18,962

8,773,692

69,972

1,157,345

1,142,191

475,383

8,508

164,264

802,610

847,249

430,816

352,987

1,724,472

1,454,170

0

8,629,967

99.6

99.1

96.8

98.9

99.2

98.5

99.8

95.2

99.9

95.4

100.0

99.7

0.0

98.4

科　　　　目 予算現額 決算額 執行率

【歳出】 (単位：千円、％)

歳

歳

歳歳

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計

老
人
保
健

　
　
特
別
会
計

介
護
保
険

　
　
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計

国民健康保険

特別会計

公共下水道事業

特別会計

老人保健

特別会計

介護保険

特別会計

簡易水道事業

特別会計

1,844,917

1,782,611

1,937,395

744,749

97,316

1,803,306

1,782,166

1,822,126

757,680

97,701

97.7

100.0

94.1

101.7

100.4

1,816,081

1,778,589

1,837,360

710,764

95,566

98.4

99.8

94.8

95.4

98.2

区　　　分 予算現額
歳　　入 歳　　出

決算額 収入率 決算額 執行率

(単位：千円、％)

0.8％
議会費16.9％

給与費
20.0％
公債費

4.1％
教育費 5.0％

消防費

9.8％
土木費 9.3％

商工費 1.9％
農林水産業費

0.1％
労働費

5.5％
衛生費

13.2％
民生費

13.4％
総務費



　
　
益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収
入

　
　
が
２
億
８
、
９
３
３
万
５
、
４

６
１
円
、
支
出
が
２
億
５
、
９
５
９

万
１
、
２
１
４
円
で
、
当
年
度
純
利

益
が
３
、
２
０
２
万
３
、
７
４
２
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年

度
末
の
未
処
理
欠
損
金
は
１
億
７
、

４
６
１
万
３
、
４
７
７
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収
入

が
２
億
４
、
７
０
１
万
４
、
６
６
４

円
、
支
出
が
３
億
５
、
４
６
１
万
２
、

０
８
３
円
と
な
り
、
不
足
額
１
億
７

５
９
万
７
、
４
１
９
円
は
当
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
及
び
過
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
て

い
ま
す
。

４

収

水

道

事

業

会

計

　　　公の施設

　　　宅　　地�

　　　山　　林�

　　　保　安　林�

　　　原　　野�

　　　雑　種　地�

　　　そ　の　他

　　　合　　計�

建　　　　　物�

有　価　証　券

出　　資　　金�

基　　　　　金�

区　　　　　　　分

決算額 執行率区　　　　　分 予算現額

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収　入

支　出

収　入

支　出

276,338

276,338

259,023

367,006

289,335

259,591

247,015

354,612

104.7

94.0

95.4

96.6

（予算現額及び決算額については、消費税込みの金額です。）

（農地等の地目）�

土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

61,053

31,366

2,264,884

1,798,022

22,607

6,455,022

757,526

949,129

257,930

396,900

10,637,136

166,545

区　　分 金　　額 面　　積

(単位：千円、㎡)

一　般　公　共　事　業　債

一　般　単　独　事　業　債

公 営 住 宅 建 設 事 業 債

義務教育施設整備事業債

辺　地　対　策　事　業　債

災　害　復　旧　事　業　債

一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 債

厚生福祉施設整備事業債

過　疎　対　策　事　業　債

そ　　　　の　　　　他

合　　　　　　　　　計

下　水　道　事　業　債

資　本　費　平　準　化　債

災　害　復　旧　事　業　債

合　　　　　　　　　計

簡 易 水 道 整 備 事 業 債

合　　　　　　　　　計

水　　道　　事　　業　　債

災  害  復  旧  事  業  債

合　　　　　　　　　計

1,295,350

2,629,469

4,274,564

258,662

4,894

457,575

187,138

85,830

3,809,922

3,199,843

16,203,247

4,647,970

966,877

34,281

5,649,128

836,469

836,469

1,065,409

326,244

1,391,653

8.0

16.2

26.4

1.6

0.1

2.8

1.2

0.5

23.5

19.7

100.0

82.3

17.1

0.6

100.0

100.0

100.0

76.6

23.4

100.0

(単位：千円、％)

平成19年度末残高 構成比

区　　　　　　　分 平成19年度末残高 構成比

区　　　　　　　分 平成19年度末残高 構成比

区　　　　　　　分 平成19年度末残高 構成比

一　般　会　計

公共下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計



　
　
税
者
本
人
又
は
そ
の
控
除
対
象

　
　
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
う
ち
に

障
害
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
何
れ

か
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
の
障
害
者

又
は
特
別
障
害
者
の
区
分
に
応
ず
る

一
定
の
金
額
を
障
害
者
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
対
象
要
件
は
、

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
険
福
祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
。
②
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
常

に
就
床
を
要
す
る
な
ど
、
身
体
障
害

者
等
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

③
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
事
理
を
弁

識
す
る
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
方
、

そ
の
他
に
も
幾
つ
か
の
規
定
が
設
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
障
害
者
の
う
ち
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
重
度
な
も
の
に

つ
い
て
は
特
別
障
害
者
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
給
与
受
給
者
に
あ
っ
て
は
、
年
末

調
整
時
の
申
告
に
よ
り
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
他
の
公
的
年
金
等
受
給

者
や
個
人
事
業
者
な
ど
で
、
障
害
者

控
除
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
未

申
告
に
よ
り
適
用
さ
れ
て
い
な
い
方
、

若
し
く
は
障
害
の
程
度
が
普
通
障
害

か
ら
特
別
障
害
に
変
更
と
な
っ
た
方

な
ど
、
申
告
を
要
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
控
除
に
係
る
確
定
申
告

（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

所
得
税
が
還
付
若
し
く
は
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
住
民

税
に
つ
い
て
も
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
財
政
課
課
税
係

（
　
74
‐
3
0
0
3
）
ま
で
。

(注)
　
②
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
等
に
準
ず

る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

洞
爺
湖
町
が
交
付
す
る
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
前
に
同
認
定
書

を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
先
：
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
係
（
　
74
‐
3
0
0
1
）

　
　
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
す
る

　
　
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
限
度
額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く

な
り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
11
年
か
ら
平
成

18
年
ま
で
に
入
居
し
た
方
に
限
り
、

今
ま
で
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
て
い

た
分
に
つ
い
て
は
、
申
告
に
よ
り
、

平
成
21
年
度
以
後
の
住
民
税
の
所
得

割
額
か
ら
も
控
除
す
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
洞
爺
湖
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
配
信
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
を
要
す
る
方
に
た
め

に
、
エ
ク
セ
ル
形
式
に
よ
る
簡
易
な

申
告
書
作
成
ツ
ー
ル
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
「
住
宅
借
入
金
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」
の
作
成
に
あ
た

っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

５

シリーズ②

確　定

申　告

確　定

申　告

～控除について～

税務財政課　　　74－3003

障
害
者

　
　
　
控
除
に
つ
い
て

納

住
宅
借
入
金

　
　
　
特
別
控
除
に
つ
い
て

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

税

■申告の必要な方

①平成21年１月１日現在洞爺湖町に在住し、平成20年中に所得（給与・年金等・営業・不動産・配当・

利子など）があった方②給与所得者で、退職などにより事業所などで年末調整を受けていない方③２カ

所以上（例　給与と年金など）から収入のある方④収入がなくても、洞爺湖町の国民健康保険（長寿医

療保険）に加入している方⑤各種の税証明（課税・非課税・所得証明）が必要な方。

　また、次の日程により相談会場を設けますので、ご相談ください。

■開催日時　３月５日（木）　午前10時～正午、午後１時～４時まで

■会　　場　洞爺湖温泉支所　（旧火山科学館）

■申告に持参するもの

　平成20月１月１日～12月31日までの収入及び必要経費を証明する書類（帳簿類・源泉徴収票等）、印

鑑、社会保険料（国民健康保険税等）の領収書、国民年金の支払証明書、生命保険料等の証明書、地震

保険料（長期損害保険料）の控除証明書。

　休日の確定申告相談会を実施します
■日　時　３月１日（日）　９時30分～17時まで

　　　　　３月８日（日）　９時30分～17時まで

■会　場　役場税務財政課

　　　　　詳しくは、洞爺湖町役場税務財政課（税務担当　74‐3003）

＜申告期限２月16日（月）～３月16日（月）まで＞

平成21年度町・道民税の申告相談及び所得税の確定申告相談会を開催します
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併
以
来
、
虻
田
地
区
・
洞
爺
地

　
　
区
そ
れ
ぞ
れ
の
体
系
を
引
き
継

い
で
き
た
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
を
統
一
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
基
本
的
に
は
虻
田
地
区
の
体
系
を

基
準
と
し
ま
す
が
、
虻
田
地
区
に
お

い
て
も
一
部
区
分
を
見
直
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
水
道
料
金
の
統
一
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
下
水
道

使
用
料
の
統
一
に
つ
い
て
は
次
回
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
上
下
水
道

課（
　
74-

3
0
0
8
）
に
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

―
―
い
く
ら
上
が
る
の
？

　
今
回
の
改
定
は
一
律
何
パ
ー
セ
ン

ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
用
途
区
分
、

使
用
水
量
な
ど
に
よ
り
違
い
ま
す
。

　
洞
爺
地
区
の
「
一
般
家
庭
用
」
で

は
メ
ー
タ
ー
使
用
料
を
含
め
て
30
％

か
ら
40
％
程
度
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。
「
業
務
用
」
で
は
20
％
程
度

の
引
き
上
げ
で
す
が
、
大
口
使
用
で

は
引
き
下
げ
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
虻
田
地
区
の
「
一
般
家
庭
用
」
、

「
業
務
用
Ⅱ
種
」
（
収
用
人
員
５
０

０
人
超
の
ホ
テ
ル
な
ど
）
、
「
公
衆

浴
場
用
」
、
「
臨
時
用
」
（
工
事
現

場
な
ど
で
臨
時
的
使
用
）
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

―
―
見
直
し
た
区
分
は
？

　
虻
田
地
区
の
「
営
業
用
Ⅰ
種
」
と

「
官
公
署
・
学
校
団
体
用
」
、
洞
爺

地
区
の
「
業
務
用
」
と
「
団
体
用
」

を
一
本
化
し
、
新
た
に
「
業
務
用
」

と
し
て
、
基
本
水
量
も
10
　
に
設
定

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
虻
田
地
区
の
「
営

業
用
Ⅰ
種
」の
20
　
の
基
本
水
量（
基

本
料
金
）
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

―
―
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
？

　
平
成
21
年
6
月
分
料
金
（
5
月
25

日
基
準
検
針
日
）
か
ら
実
施
し
ま
す
。

洞
爺
地
区
は
、
引
き
上
げ
額
が
大
き

い
た
め
3
カ
年
で
段
階
的
に
統
一
し

ま
す
。

―
―
メ
ー
タ
ー
使
用
料
も
上
が
る

の
？

　
洞
爺
地
区
の
口
径
13
か
ら
25
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
使
用
料
は
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
虻
田
地
区
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。
料
金
同
様
に
平
成
21
年
6
月

分
か
ら
の
実
施
で
、
経
過
措
置
は
あ

り
ま
せ
ん
。

―
―
会
計
と
し
て
い
く
ら
増
額
に

な
る
の
？

　
経
過
措
置
に
よ
り
、
洞
爺
地
区
簡

易
水
道
会
計
で
1
年
目
が
約
1
9
0

万
円
、
2
年
目
、
3
年
目
は
そ
れ
ぞ

れ
約
2
7
0
万
円
の
増
額
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

　
虻
田
地
区
水
道
会
計
で
は
「
営
業

用
Ⅰ
種
」
の
区
分
統
一
に
よ
り
、
年

間
約
2
7
0
万
円
の
減
額
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

合 平
成
21
年
6
月
分
か
ら
実
施

　
水
道
は
虻
田
地
区
基
準

に
洞
爺
地
区
を
3
カ
年
で

統
一

水
道
料
金

上下水道課

　　　　　　　　　74－3008

＜虻田地区＞

【水道料金】(変更になる区分のみ) (消費税額を含む)(円)

現　　　行 改　定　後

用 途 別　　　 水　　量　　　料 金　　用 途 別　　　 水　　量　　　料 金　

営業用

Ⅰ種

官公署・

学校団

体用

業務用

基本

料金

基本

料金

超過

料金

(1 に

つき)

基本

料金

超過

料金

超過

料金

20ｍまで3

ｍ
3

21から300　まで

301から500　まで

501から2000　まで

2001から4000　まで

4001　以上

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

10　までｍ
3

1　につきｍ
3

4,158.00

 

194.25

183.75

162.75

126.00

94.50

2,100.00

194.25

ｍ
3

10　までｍ
3

11から300　まで

301から500　まで

501から2000　まで

2001から4000　まで

4001　以上

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

1,942.50

 

194.25

183.75

162.75

126.00

94.50

ｍ
3

水道料金・下水道
使用料が町内統一
料金にな り ます

水道料金・下水道
使用料が町内統一
料金にな り ます



７

ｍ
3

【メーター使用料】(変更ありません)

【主な使用水量ごとの料金】
　(13ミリメーター使用料を含んだ額です) (消費税額を含む)(円)

使用水量
(例)

(現)営業用Ⅰ種　　　　　　　　　　(現)官公署・学校団体　　　　

現行　　　 改 定 後 　　　 増減 現行　　　 改 定 後 　　　 増減

10

15

20

25

30

40

50

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

4,368

4,368

4,368

5,339

6,310

8,253

10,195

2,152

3,123

4,095

5,066

6,037

7,980

9,922

-2,216

-1,245

-273

-273

-273

-273

-273

2,310

3,281

4,252

5,223

6,195

8,137

10,080

2,152

3,123

4,095

5,066

6,037

7,980

9,922

-158

-158

-157

-157

-158

-157

-158
※計算方法
　　基本料金＋(使用水量ー基本水量)×超過料金＋メーター使用料
　　小数点以下を含んだ単価で集計し、合計時に円未満を切り捨てます。

＜洞爺地区＞

【水道料金】 (消費税額を含む)(円)

用 途 別　　　　 　 水　　量　　　　現　　行　　　
改　　定　　後

Ｈ21年
6月分から

Ｈ22年
6月分から

Ｈ23年
6月分から

一般家
庭　用

業務用

(団体用)

臨時用

基本料金
超過料金
基本料金
(基本料金)

超過料金
(1　につき)

基本料金
超過料金

8　まで

1　につき

10　まで

12　まで

1　につき

11から300　まで

301から500　まで

501から2000　まで

2001から4000　まで

4001　以上

10　まで

1　につき

1,092.00

136.50

1,501.50

1,806.00

157.50

－

－

－

－

ー

ー

ー

1,246.00

155.75

1,684.50

－

－

169.75

166.25

159.25

126.00

94.50

4,620.00

273.00

1,400.00

175.00

1,795.50

－

－

182.00

175.00

161.00

126.00

94.50

4,620.00

273.00

1,554.00

194.25

1,942.50

－

－

194.25

183.75

162.75

126.00

94.50

4,620.00

273.00

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

【メーター使用料金】

口　径 現　行 改 定 後 口　径 現　行 改 定 後

13ミリメートル
20ミリメートル
25ミリメートル

273.00

346.00

378.00

210.00

262.50

336.00

40ミリメートル
50ミリメートル
75ミリメートル

703.50

2,142.00

2,457.00

703.50

2,142.00

2,457.00

(消費税額を含む)(円)

【改定1年目の主な使用水量ごとの料金】
(13ミリメーター使用料を含んだ額です) (消費税額を含む)(円)

使用水量
(例) 現行　 改 定 後 　 増減

一般家庭用

現行　 改 定 後 　 増減 現行　 改 定 後 　 増減

(現)業 務 用 (現)団 体 用

ｍ
3

 8

10

15

20

25

30

40

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

1,365

1,638

2,320

3,003

3,685

4,368

5,733

1,456

1,767

2,546

3,325

4,103

4,882

6,440

91

129

226

322

418

514

707

1,774

1,774

2,562

3,349

4,137

4,924

6,499

1,858

1,858

2,707

3,556

4,404

5,253

6,951

84

84

145

207

267

329

452

2,079

2,079

2,551

3,339

4,126

4,914

6,489

1,858

1,858

2,707

3,556

4,404

5,253

6,951

-221

-221

156

217

278

339

462

※計算方法
　　基本料金＋(使用水量ー基本水量)×超過料金＋メーター使用料
　　小数点以下を含んだ単価で集計し、合計時に円未満を切り捨てます。



 
 

月
26
日
、
知
的
障
害
者
通
所
授 
 

 
 

産
施
設
「
あ
す
な
ろ
」
（
木
村

芳
秀
施
設
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
役
場

を
訪
れ
、
自
作
の
し
め
飾
り
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
同
施
設
で
は
、
し
め
縄
の
製
作
、

販
売
を
毎
年
行
っ
て
き
て
い
て
、
今

年
は
1
0
0
個
製
作
し
、
完
売
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
製
作
に
携
わ
っ
た
利
用

者
の
メ
ン
バ
ー
が
「
が
ん
ば
っ
て
作

り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
と
い
っ
し

ょ
に
吉
田
副
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
吉
田
副
町
長
か
ら
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
玄
関
に
か
け
る
よ

う
に
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

年末にしめ縄の寄贈
通所授産施設「あすなろ」のメンバー

 

　
２
回
わ
ん
ぱ
く
ラ
リ
ー
（
主
催 
 
 

 
 

教
育
委
員
会
）
が
、
１
月
８
日

母
と
子
の
舘
で
開
か
れ
、
45
人
の
児

童
が
参
加
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
種
目
は
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
と

い
う
室
内
で
行
う
ホ
ッ
ケ
ー
。

　
低
学
年
、
高
学
年
各
３
チ
ー
ム
が

２
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、
総
当
た
り

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
寒
さ
を

吹
き
と
ば
す
よ
う
に
、
体
育
館
の
中

を
元
気
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

第２回わんぱくラリー
ユニホックで寒さ吹きとばす

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

12

 

　
5
回
洞
爺
美
味
し
い
物
コ
ン
テ 

 
 

ス
ト
（
ピ
ュ
ア
フ
ー
ズ
と
う
や

主
催
）
が
、
1
月
21
日
洞
爺
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

 

町
内
の
主
婦
や
高
校
生
の
手
作
り

に
よ
る
地
場
産
品
を
使
っ
た
料
理
44

品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

 

審
査
員
は
、
美
味
し
さ
に
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
、
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
の
作
品

に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

 

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り

▽
最
優
秀
賞
　
ハ
ス
カ
ッ
プ
＆
ア
ロ

ニ
ア
ゼ
リ
ー
・
堤
敬
子
さ
ん
▽
優
秀

賞
　
大
根
の
醤
油
漬
・
大
西
マ
サ
子

さ
ん
▽
準
優
秀
賞
　
セ
ル
リ
ー
味
噌

漬
・
宮
内
八
千
代
さ
ん
/
い
も
パ
ウ

ン
ド
ケ
ー
キ
い
も
ク
リ
ー
ム
添
え
・

洞
爺
高
校
Ｃ
▽
残
念
賞
　
わ
ら
び
の

醤
油
漬
・
大
西
シ
ズ
子
さ
ん

美味しい物コンテスト
腕をふるった料理に審査員舌鼓をうつ

事故防止を誓う
虻田救難所出初式

１

第

８

 

　
月
6
日
虻
田
漁
港
荷
さ
ば
き
所 

 
 

で
、
新
年
恒
例
の
日
本
水
難
救

済
会
虻
田
救
難
所
（
高
清
水
幸
夫
所

長
）
の
平
成
21
年
出
初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 

長
崎
良
夫
監
督
官
は
「
サ
ミ
ッ
ト

の
海
上
警
備
に
あ
た
っ
て
は
、
た
い

へ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
年
も
引

き
続
き
事
故
の
無
い
よ
う
海
難
防
止

に
励
ん
で
欲
し
い
」
と
訓
示
。

 

来
賓
挨
拶
の
後
最
後
に
高
清
水
幸

夫
所
長
が
「
海
難
事
故
防
止
の
た
め

所
員
一
丸
と
な
っ
て
務
め
ま
す
」
と

答
辞
を
行
い
、
出
初
式
を
終
了
し
ま

し
た
。

第

吉田副町長にしめ縄を渡す利用者の皆さん吉田副町長にしめ縄を渡す利用者の皆さん
はりつめた空気の中で開かれた

虻田救難所出初式
はりつめた空気の中で開かれた

虻田救難所出初式

ユニホックで寒さ吹きとばすユニホックで寒さ吹きとばす
出品作の出来ばえを
審査する審査員ら

出品作の出来ばえを
審査する審査員ら



・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
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・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：
・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・
：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：

　
　
成
21
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
、

　
　
9
月
ま
で
の
納
め
方
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
10
月
以
降
の
納
め

方
は
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
な
お
、
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
を
説

明
し
て
い
ま
す
が
、
当
て
は
ま
ら
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
4
月
か
ら
も
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
。
4
・
6
・
8
月

の
保
険
料
額
は
、
原
則
、
2
月
の
保

険
料
と
同
じ
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
納
入
通
知
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
め
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
4
月
か
ら
は
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

　
保
険
料
額
は
、
4
月
1
日
か
ら
15

日
ま
で
に
お
送
り
す
る
「
仮
徴
収
額

決
定
通
知
書
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
は
納
入
通
知
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
め
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
6
月
か
ら
は
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

　
保
険
料
額
は
、
6
月
15
日
ま
で
に

お
送
り
す
る
「
仮
徴
収
額
決
定
通
知

書
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
は
納
入
通
知
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
め
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
8
月
か
ら
は
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

　
保
険
料
額
お
よ
び
納
付
方
法
は
、

6
月
ま
た
は
7
月
に
お
送
り
す
る

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
の
保
険
料
を
4
・
6

・
8
月
の
年
金
差
し
引
き
で
納
め
終

っ
た
方
は
、
10
月
以
降
納
め
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
21

年
度
の
保
険
料
は
、
平
成
21
年
9
月

ま
で
は
納
入
通
知
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
、
10
月
か
ら
は
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

　
保
険
料
額
お
よ
び
納
付
方
法
は
、

6
月
ま
た
は
7
月
に
お
送
り
す
る

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
は
納
入
通
知
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
め
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
度
も
納
入
通
知
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
め
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
の
保
険
料

額
に
よ
っ
て
は
、
10
月
か
ら
年
金
差

し
引
き
に
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
額
お
よ
び
納
付
方
法
は
、

6
月
ま
た
は
7
月
に
お
送
り
す
る

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
場
合
は
、
年
金
差
し
引
き
に

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
洞
爺
湖
町
住
民
課
国

保
医
療
係
（
　
74-

３
０
０
３
）
又

は
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
　
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１
）

へ
。

９

後期高齢者
医療制度（　　）長寿医療制度

　　　のお知らせ
～平成21年度の保険料　あなたの
                       納め方は？～

住民課　国保医療係　　74－3002

１
．
こ
れ
ま
で
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
て
い
る
方

平

２
．
平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら

同
年
10
月
1
日
ま
で
に
加
入
し

た
方

３
．
平
成
20
年
10
月
2
日
か
ら

同
年
12
月
1
日
ま
で
に
加
入
し

た
方

４
．
平
成
20
年
12
月
2
日
か
ら

平
成
21
年
2
月
1
日
ま
で
に
加

入
し
た
方

５
．
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
平
成
20
年
10
月
か

ら
納
め
な
か
っ
た
方

６
．
1
～
5
に
当
て
は
ま
ら
な

い
方

よくある質問
Ｑ．4月の保険料は、なぜ「仮徴収額」というのか

Ａ．保険料は本来、前年の所得で計算しますが、4月

はまだ前年の所得が確定していない時期なので、4月

の年金からは、暫定的に2月分の保険料と同じ額を差

し引きます。

本来の正式な保険料は、6月または7月にあらためてお

知らせします。

このため、正式にお知らせする前の暫定的な額であ

ることから「仮徴収額」といいます。

①年金差し引きから口座振替への変更を市町村に申し出た場合

（申し出の時期により、口座振替に変更する時期は異なります。）

②年金の年額が18万円未満の場合

（介護保険料が年金から差し引かれていない場合）

③介護保険と長寿医療制度の保険料の合計が、介護保険料が差し

　引かれている年金額の半分を超える場合

　口座振替

納付通知書または

口座振替

★納入通知書または口座振替の場合の納期は、7月からの9期です。

こんな場合は 納め方

納付通知書または

口座振替
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障害者（児）
     の手当制度について

健康福祉課 福祉係　　74－3001

■特別児童扶養手当
　20歳未満の身体または知的に中度以上の障害をもつ児童の監護・養育している方に支給されます。児童
が福祉施設に入所しているとき、障害を支給事由とする公的年金を受給できるとき、受給者及びその家族
に一定の所得があるときは支給されません。

◆対象児童◆　①身体障害者手帳１～３級程度及び４、５級（一部）に相当する程度の障害をもつ児
　　　　　　　　　童。（障害の部位によって異なります）
　　　　　　    　②療育手帳Ａ判定及びＢ判定（一部）に相当する程度の知的障害児。
　　　　　　　　　③精神・血液・内臓障害などで、①、②と同程度の障害をもつ児童。
◆手当月額◆　重度（１級）　５０，７５０円
　　　　　　　　　軽度（２級）　３３，８００円
◆必要なもの◆　・特別児童扶養手当認定請求書　・診断書　・世帯全員の戸籍謄本
　　　　　　　　　・世帯全体の住民票謄本　・申請者のゆうちょ銀行の貯金通帳　・印鑑

■障害児福祉手当
　心身に重度の障害をもつために、日常生活において常に特別の介護を必要とする20歳未満の児童に支給
されます。
　児童が施設に入所しているとき、障害を支給事由とする公的年金を受給できるとき、本人・扶養義務者
に一定の所得があるときは支給されません。

◆対象児童◆　①身体障害者１級程度及び２級（一部）に相当する程度の障害をもつ児童。（障害の

　　　　　　　　　部位によって異なります）
　　　　　　　　　②療育手帳Ａ判定に相当する程度の知的障害児。（知能指数がおおむね２０以下の児童）
　　　　　　　　　③精神・血液・内臓障害などで①、②と同程度の障害をもつ児童。
◆手当月額◆　１４，３８０円
◆必要なもの◆　・障害児福祉手当認定請求書　・診断書　・世帯全員の戸籍謄本
　　　　　　　　　・世帯全体の住民票謄本　・対象児童の銀行の預金通帳　・印鑑

■特別障害者手当
　心身に著しい障害があるため、日常生活において常に特別の介護を必要とする２０歳以上の方に支給さ
れます。
　本人が施設に入所しているとき、病院等に３カ月を超えて入院したとき、本人・扶養義務者等に一定の
所得があるときは支給されません。

◆ 対 象 者 ◆  ①身体障害者手帳１～２級程度の障害が複数以上あり、常に特別の介護を必要とする

　　　　　　　　　方。（障害の部位によって異なります）
　　　　　　　　　②知的・精神・血液・内臓障害などで①と同程度の状態であり、常に特別の介護を必
　　　　　　　　　要とする方。
◆手当月額◆　２６，４４０円
◆必要なもの◆　・特別障害者手当認定請求書　・診断書　・世帯全員の戸籍謄本
　　　　　　　　　・世帯全体の住民票謄本　・対象者の銀行の預金通帳　・印鑑



住民課戸籍年金係　　74‐3002

　　
　
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て

　
　
欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

　
し
か
し
年
金
記
録
の
問
題
が
社
会

問
題
に
な
り
、
社
会
不
安
を
招
い
て

い
ま
す
。
今
回
の
相
談
も
そ
の
よ
う

な
問
題
も
含
め
て
年
金
制
度
全
体
に

つ
い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
身

近
で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
、
対
応

し
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

　
　
　
　
　
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
3
0
2

　
　
　
　
　
号
会
議
室

　
※
年
金
手
帳
等
を
ご
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
　

11

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
　
一
月
定
例
会

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
　
一
月
定
例
会

…そこが知りたい

年金年金
年
金
事
務
相
談
所
開
設

の
ご
案
内

老

掛
け
軸
の
一
文
字
凛
と
冬
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

保
育
器
の
嬰
は
い
つ
の
間
に
年
男
　
　
　
　 
 
 

那
　
須
　
玲
　
子

湾
の
風
荒
れ
て
も
晴
れ
て
寒
に
入
る
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

快
晴
と
日
記
に
記
す
大
旦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

吹
き
抜
け
の
二
階
に
子
等
の
初
笑
ひ
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

ふ
る
里
は
祖
母
の
温
み
の
鯨
汁
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

先
を
行
く
老
い
の
冬
帽
地
獄
耳
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

防
波
堤
越
へ
た
る
し
ぶ
き
寒
の
入
り
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

こんなとき　　  どうするの　　　　 届け出先

20歳になった

会社を退職した

配偶者の扶養になった

60歳以降　受給資
格期間不足・年金
額を満額にしたい

年金手帳を紛失した

納付書を紛失した

保険料を納めるのが
困難

国民手帳加入手
続き

国民年金加入(第
１合被保険者)手続
き(配偶者も含む)

第3号被保険者への
種別変更

任意加入手続き

再交付の手続き

納付書再発行の
申出

免除申請手続き
学生納付特例申
請手続き

第1号被保険者→役場年金窓口
第3号被保険者→配偶者勤務先

役 場 年 金 窓 口

役 場 年 金 窓 口

役 場 年 金 窓 口

第1号被保険者→役場年金窓口
第2・3号被保険者→勤務先

役 場 年 金 窓 口

社 会 保 険 事 務 所

必要書類などは、届け出先に問合せください。

こんなときは忘れずに届出をしましょう！

　自営業・学生など（第１号被保険者）／　会社員・公務
員（第２号被保険者）／　会社員・公務員などの扶養配偶
者（第３号被保険者）
　　　　　　　　　　　　　　　戸籍年金係　　74‐3002

我
が
生
命
す
こ
や
か
な
れ
ば
こ
れ
で
良
し

 
 
 

晴
れ
て
明
る
し
正
月
元
旦
　
　
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子
　

新
玉
の
日
差
し
も
和
め
る
庭
の
辺
に
来
て

　
　
　
鳴
く
す
ず
め
の
囀
り
や
さ
し
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

新
聞
の
天
気
予
報
の
み
観
る
孫
は

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
欄
も
じ
っ
く
り
と
読
む
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

潮
騒
を
わ
れ
が
心
の
よ
す
が
に
と
　

　
　
　
日
々
を
し
生
き
む
湾
の
ほ
と
り
に
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

生
き
ら
へ
て
新
た
な
年
を
迎
へ
た
り

　
　
　
来
た
れ
る
日
び
に
光
あ
れ
や
と
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
遠
く
冬
の
入
口
な
ら
ず
や
も

　
　
　
柳
の
梢
か
が
や
き
満
つ
る
　
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

少
年
の
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
に
経
の
合
掌

　
　
　
初
お
講
迫
り
ぬ
暖
冬
の
雪
よ
　
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

初
め
て
の
孫
光
一
よ
り
お
年
玉

　
　
　
両
手
に
受
け
つ
つ
涙
の
に
じ
む
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

古
希
を
す
ぎ
肩
に
め
り
込
む
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　
　
重
さ
こ
ら
え
て
じ
っ
と
春
ま
つ
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
光
　
雄

激
動
の
世
界
情
勢
お
も
ひ
つ
ゝ

　
　
　
鎮
魂
の
ご
と
く
除
夜
の
鐘
鳴
る
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

い
の
ち

こ

し
る

お
お
あ
し
た
　

ぬ
く

さ
え
ず

こ
ず
え

▼ ▼

▼
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ぷ
ら
油
火
災
は
、
消
化
方
法
を 
 

 
 

間
違
え
る
と
被
害
を
一
層
大
き

く
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
天

ぷ
ら
油
の
特
性
及
び
危
険
性
を
知
っ

て
お
く
事
が
必
要
で
す
。

　
　
販
さ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
は
、 

 
 

温
度
が
発
火
点
（
3
6
0
℃
～

3
8
0
℃
）
以
上
に
な
れ
ば
、
火
種

が
な
く
と
も
発
火
し
、
燃
え
始
め
ま

す
。

　
一
般
の
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
油

糧
程
度
の
天
ぷ
ら
油
を
家
庭
用
ガ
ス

コ
ン
ロ
で
加
熱
す
る
と
、
約
5
分
で

揚
げ
物
に
適
し
た
温
度
（
約
1
6
0

℃
～
2
0
0
℃
）
に
な
り
、
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
約
10
分
ほ
ど
で

異
臭
を
発
し
、
白
煙
が
立
ち
始
め
、

約
20
～
30
分
で
発
火
点
に
達
し
火
が

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
鍋
に
揚

げ
か
す
な
ど
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ

が
灯
芯
と
な
る
な
ど
し
て
2
0
0
℃

近
く
で
発
火
す
る
な
ど
、
加
熱
し
始

め
て
か
ら
発
火
ま
で
の
時
間
が
短
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
天
ぷ
ら
油
火
災
の
多
く
は
、
揚
げ

物
を
し
て
い
る
と
き
に
、
来
客
や
電

話
あ
る
い
は
子
供
の
世
話
な
ど
で
そ

の
場
を
離
れ
る
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た

心
の
油
断
が
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　
天
ぷ
ら
油
火
災
を
防
止
す
る
に
は
、

コ
ン
ロ
に
火
を
付
け
た
な
ら
、
絶
対

そ
の
場
を
離
れ
な
い
、
も
し
離
れ
る

必
要
が
あ
る
時
は
コ
ン
ロ
の
火
は
必

ず
消
す
と
い
う
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
　
成
21
年
1
月
5
日
（
月
）
洞
爺 
 

 
 

湖
消
防
団
（
寺
島
勉
団
長
）
の

出
初
式
が
行
わ
れ
、
本
町
地
区
、
温

泉
地
区
、
洞
爺
地
区
で
洞
爺
湖
町
の

無
火
災
、
無
災
害
を
願
い
消
防
車
両

に
よ
る
車
両
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
パ

レ
ー
ド
終
了
後
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
で
式
典
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
業
務
に
功
績
の
あ
っ
た
消

防
団
員
に
対
す
る
表
彰
と
洞
爺
湖
町

自
治
功
労
受
賞
者
の
表
彰
を
行
い
、

来
客
各
位
か
ら
は
感
謝
と
賞
賛
が
延

べ
ら
れ
ま
し
た
。

 
20
年
勤
続
表
彰

 
 
 

部
　
　
長
　
志
賀 

辰
彦

 
 
 

班
　
　
長
　
稲
實 

邦
章

　
　
　
　
　 
 
 

大
平
　 

浩

 
 
 

団
　
　
長
　
秋
山 

敏
光

　
　
　
　 
 
 

　
大
西 

善
幸 

　
　
　
　 
 
 

　
田
鍋 

勝
則

　
　
　
　
　 
 
 

和
田
　 

貢

 
 
 

10
年
勤
続
表
彰

 
 
 

団
　
　
員
　
白
川 

晋
策

 
 
 

 
 
 

功
績
章

 
 
 

分
団
長
　
　
大
西 

明
夫

　
　
　
　 
 
 

　
堀
家
　 

潔

 
 
 

30
年
勤
続
表
彰

 
 
 

副
分
団
長
　
森
元
　 

司

 
 
 

班
　
　
長
　
阿
部 

和
文

 
 
 

20
年
勤
続
表
彰

 
 
 

班
　
　
長
　
星
野 

正
輝

　
　
　
　
　 
 
 

大
平
　 

浩

　
　
　
　
　 
 
 

内
海 

裕
靖

 
 
 

団
　
　
員
　
田
鍋 

勝
則

　 
 
 

　
　
　
　
和
田
　 

貢

10
年
勤
続
表
彰

 
 
 

団
　
　
員
　
白
川 

晋
策
　

　
　
　
　
　 
 
 

白
川 

英
治

 
30
年
勤
続
表
彰

 
 
 

副
分
団
長
　
森
元 

　
司

 
 
 

班
　
　
長
　
阿
部 

和
文

20
年
勤
続
表
彰

 
 
 

班
　
　
長
　
星
野 

正
輝

　
　
　
　
　 
 
 

大
平
　 

浩

　
　
　
　 
 
 

　
内
海 

裕
靖

 
 
 

団
　
　
員
　
田
鍋 

勝
則

　
　
　
　
　 
 
 

和
田
　 

貢

20
年
勤
続
表
彰

 
 
 

班
　
　
長
　
星
野 

正
輝

　
　
　
　
　 
 
 

大
平
　 

浩

　
　
　
　
　 
 
 

内
海 

裕
靖

 
 
 

団
　
　
員
　
田
鍋 

勝
則

　
　
　 
 
 

　
　
和
田
　 

貢

（
洞
爺
湖
消
防
団
団
員
の
表
彰
者
の

み
掲
載
）

消
防
だ
よ
り

洞爺湖消防署(　76- 2119)・温泉分署(　73- 1119)・洞爺支署(　87- 2119)・『火災・救急・救助119番』

2
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
住
宅
防
止
対
策
の
推
進
」

　
統
一
標
語

「
火
の
し
ま
つ
　

 
 
 

君
が
し
な
く
て
　

 
 
 
 
 
 
 

誰
が
す
る
」

12
月
の

●
火
災
件
数
　
１
件

●
救
急
件
数
　
46
件

天
ぷ
ら
油
か
ら
の
火
災
防
止

◆
天
ぷ
ら
油
の
特
性

洞
爺
湖
消
防
団
出
初
式

北
海
道
知
事
表
彰

西
胆
振
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

天市

平

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

出初式のパレード出初式のパレード

表彰を受ける団員ら表彰を受ける団員ら
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爺
湖
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事 
 
 
 
 

 
 

業
計
画
第
4
期
計
画
（
素
案
）
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
の
町
内
会
回
覧
で
既
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
町
で
は
、
洞
爺
湖
町
介
護
保
険
運
営
協

議
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
、
洞
爺
湖
町
高
齢

者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
第
4
期
計

画
〈
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
〉
（
素
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
計
画
へ
の
反
映

は
、
洞
爺
湖
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　

　
な
お
、
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の

都
合
上
、
全
文
を
掲
載
で
き
な
い
た
め
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
洞
爺
湖
町
健
康
福
祉
課
、
洞

爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

【
ご
意
見
を
お
受
け
す
る
期
限
】
　

　
平
成
21
年
２
月
25
日
（
水
）
ま
で
必
着

【
ご
意
見
な
ど
の
提
起
方
法
】

　
　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
健
康
福
祉
課
介
護

　
保
険
係
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
寄
せ

　
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
は
原
則
公
開
い
た
し
ま

　
す
。
電
話
に
よ
る
意
見
な
ど
は
、
受
け
付
け
て 
 
 
 

 

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。

【
提
出
様
式
】

　
・
件
名
：
洞
爺
湖
町
高
齢
者

 

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

 

業
計
画
第
4
期
計
画
（
平
成
21
年
度
か
ら
平
成 
 
 

　
23
年
度
）（
素
案
）に
関
す
る
意
見 
 

 

・
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
法
人
名
）

　
・
住
所
（
法
人
の
場
合
は
所
在
地
）

　
・
電
話
番
号

　
・
ご
意
見
等
：
提
起
の
趣
旨
、
内
容
な
ど

【
提
出
先
】

　
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
　

　　
・
郵
送
の
場
合

　
送
付
先

　
〒
0
4
9
‐
5
6
9
2

　
洞
爺
湖
町
栄
町
5
8
番
地
　
洞
爺
湖
町
役
場
健

　
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
あ
て

　
・
F
A
X
の
場
合
　
０
１
４
２
‐
74
‐
２
１
２

　
１

　
洞
爺
湖
町
役
場
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
あ
て

k
a
ig
o
@
to
w
n
.to
y
a
k
o
.h
o
k
k
a
id
o
.jp

洞

高齢者福祉計画
＆

介護保険事業計画

第
４
期 意見を公募します意見を公募します意見を公募します

　『 交通事故の補償は町民の総力で』
という皆さんの声により、この町民交通
傷害保険がなりたっています。
  どなたでもひとり１口につき360円の
保険料で２口まで加入できます。
  ご家族ぐるみの加入で、交通事故に備
えましょう。内容は次のとおり。
■保険期間は、平成21年４月１日午前０
時より１年間です。
■保険料は、１年間一人１口360円（１カ
月30円）で、一人２口まで加入できます。
年度途中で加入される場合の保険期間と
加入金は、加入申込みをした月から３月
31日までで、その月数に１カ月30円をか
けた金額が保険料となります。
■現在「町民交通傷害保険」に加入され
ている方も、平成21年３月31日で保険期
間が終了しますので、再度加入手続きが
必要です。
■洞爺湖町にお住まいの方は、どなたで
も加入できます。
■役場での加入申込み受付は、３月２日
（月）から住民課、洞爺総合支所、洞爺
湖温泉支所で行うほか、平成21年３月２
日～31日までの期間内に、「加入促進員」
（身分証明証携帯）が各家庭を訪問し加
入申込みの受付をいたしますのでご利用
ください。また、町民交通傷害保険申込
書につきましては、２月下旬に全戸配布
いたします。
　不明な点は、住民課交通防犯係（　74
‐3002）へ。

町民交通
傷害保険に加入しましょう

厚生労働省委託事業

　財）日本がん協会（東京都）が、厚生労働省委託事業によるがん電話無料相談を

行っていますので、お知らせします。気になることがある方や誰にも相談できない

方など、是非ご利用ください。

            ①看護師・社会福祉士の電話無料相談

             ※予約不要で１人20分以内　　03‐5218‐4776

              （毎週月曜日～金曜日・午前10時～午後4時まで）

            ②専門医による電話無料相談

             ※事前予約制で１人20分以内

               　　03‐5218‐7070

               予約受付時間　

                  毎週月曜日～金曜日・午前10時～午後5時

専門医による

           がん無料      相談
電話
面接

北海道最低賃金北海道最低賃金
時間額

　　　667円
時間額

　　　667円

「必ずチェック最低賃金！
　　　　使用者も労働者も」

　北海道内で事業を営む使用者

及びその事業場で働く全ての労

働者（臨時、パートタイマー、

アルバイトなどを含む）に適用

される北海道（地域別）最低賃

金が次のとおり改正されました。

　時間額　667円

　平成20年10月19日発効

北海道労働局

　　　労働基準監督署（支署）
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江
貝
塚
で
は
、
た
く
さ
ん
の
竪

　
　
穴
住
居
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

　
竪
穴
住
居
の
床
は
、
住
ん
で
い
た

ヒ
ト
が
毎
日
歩
い
た
り
、
座
っ
た
り

す
る
の
で
、
堅
く
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

床
面
か
ら
は
、
屋
根
を
支
え
る
た
め

の
柱
穴
や
火
を
焚
い
た
跡
（
炉
跡
）

が
見
つ
か
り
ま
す
。
中
部
地
方
な
ど

で
は
祭
壇
を
設
け
た
住
居
も
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

　
道
南
や
東
北
か
ら
北
陸
に
か
け
て

の
日
本
海
側
で
は
、
前
期
末
か
ら
中

期
に
か
け
て
炉
を
い
く
つ
も
備
え
る

長
く
て
大
き
な
竪
穴
建
物
が
ム
ラ
に

一
つ
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
儀
式
や
宴
会
な
ど
を
行

う
集
会
所
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
北
か
ら
関
東
地
方
に
か

け
て
み
ら
れ
る
環
状
集
落
は
、
た
く

さ
ん
の
住
居
跡
が
ド
ー
ナ
ツ
状
に
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ

て
が
同
時
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
3
軒
な
い
し
数
軒
で
ム
ラ
を

つ
く
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
建
て

る
位
置
が
決
ま
っ
て
い
て
、
新
築
に

際
し
て
も
「
円
」
を
意
識
し
て
建
て

る
こ
と
が
、
数
世
代
か
ら
数
十
世
代

へ
と
引
き
継
が
れ
、
結
果
的
に
環
状

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
「
円
」
は
、
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
縄
文
人
が
「
円
」
に
こ
だ
わ
る

の
は
、
そ
の
形
に
何
か
特
別
な
意
味

が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
例
え
ば
、
北
ア
メ
リ
カ
の
オ
グ
ラ

ラ
族
は
大
精
霊
が
石
を
除
く
自
然
界

す
べ
て
の
も
の
を
丸
く
作
っ
た
と
考

え
て
、
「
円
」
を
神
聖
な
も
の
＝
宇

宙
の
秩
序
の
象
徴
と
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
テ
イ

ピ
と
呼
ば
れ
る
テ
ン
ト
の
形
や
儀
式

の
と
き
に
座
る
配
置
は
円
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
が
そ
の
ま
ま
縄

文
時
代
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
縄
文
人
の
世
界
観
を

う
か
が
い
知
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
住
居
は

少
な
く
と
も
機
能
ば
か
り
が
優
先
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
い
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

● 

大
根

・
煮
物
に
す
る
と
き
は
、
煮
崩
れ
を

防
ぐ
た
め
に
面
取
り
を
し
た
り
、
味

が
染
み
込
み
や
す
い
よ
う
に
十
字
に

隠
し
包
丁
を
入
れ
ま
す
。

・
大
根
お
ろ
し
は
、
お
ろ
し
て
す
ぐ

食
べ
る
と
甘
く
、
5
～
6
分
後
く
ら

い
が
一
番
辛
い
で
す
。

● 

ゴ
ボ
ウ

・
皮
の
す
ぐ
下
の
と
こ
ろ
に
香
り
や

ウ
マ
ミ
が
あ
る
の
で
、
皮
を
剥
か
ず
、

包
丁
の
背
で
こ
そ
げ
落
と
す
か
、
た

わ
し
で
洗
う
だ
け
に
し
ま
す
。
ア
ク

が
強
く
す
ぐ
茶
色
に
変
色
す
る
の
で
、

切
っ
た
ら
す
ぐ
に
水
に
さ
ら
し
ま
す
。

● 

人
参

・
人
参
に
含
ま
れ
る
カ
ロ
チ
ン
は
、

皮
の
部
分
に
多
い
の
で
、
で
き
る
だ

け
皮
を
剥
か
ず
に
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

皮
を
剥
く
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
薄

く
剥
き
ま
し
ょ
う
。

● 

レ
ン
コ
ン

・
ア
ク
が
強
い
の
で
、
切
っ
た
ら
す

ぐ
酢
水
に
10
～
20
分
さ
ら
し
て
か
ら

使
い
ま
す
。

● 

ジ
ャ
ガ
イ
モ

・
空
気
に
触
れ
る
と
黒
く
変
色
す
る

の
で
、
切
っ
た
ら
水
に
さ
ら
し
ま
す
。

芽
に
は
ソ
ラ
ニ
ン
と
い
う
毒
素
が
含

ま
れ
い
る
の
で
、
え
ぐ
り
取
り
ま
す
。

● 

サ
ツ
マ
イ
モ

・
空
気
に
触
れ
る
と
黒
く
変
色
す
る

の
で
、
切
っ
た
ら
水
に
さ
ら
し
ま
す
。

薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
た
レ
モ
ン
を
加
え

て
煮
る
と
、
色
よ
く
仕
上
が
り
ま
す
。

● 

タ
マ
ネ
ギ

・
水
に
さ
ら
さ
ず
に
早
め
に
切
っ
て
、

空
気
に
さ
ら
し
て
お
く
と
栄
養
価
が

ま
し
ま
す
。

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
3
0
0
ｇ
　
6
0
0
円

花
か
つ
お
　
7
5
ｇ
　
　
3
0
0
円

長
ひ
じ
き
　
7
5
ｇ
　
　
5
0
0
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

 

虻
田 

佐
々
木
宅
　 

76
ー
4
5
8
9

 

温
泉 

岡 

村
宅 
 

75
ー
2
7
0
4

 

役

場

産

業

課 
 

74
ー
3
0
0
5

シ リ ー ズ ⑥

～自然との
　　 共生を探る～

教育委員会　学芸員   角 田 隆 志

消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り

ひ
と
手
間
で
美
味
し
く

　
根
野
菜
の
下
ご
し
ら
え
、

　
　
　
　
　
調
理
の
コ
ツ
は
?

入
縄
文
人
の
住
ま
い

消
費
者
連
絡
会
の

　
　
お
す
す
め
品

酸

竪穴住居の 調査(縄文後期)竪穴住居の 調査(縄文後期)
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こ
ん に ち は

社会教育です

新 刊 案 内 あぶた読書の家
2月の休館日

12日・19日
・26日・3月5日

開館時間
午前10時より午後４時20分まで
（※毎木曜日・祝祭日休館）

■あぶた読書の家　 76 2100

＜一　般＞▽モダンタイムス（井坂幸太郎）▽覇王の

番人＜上・下＞（新保裕一）▽きのうの世界（恩田陸）

▽新千本雨傘　公宿事件書留帳（澤田ふじ子）▽新・

三河物語＜上・中・下＞（宮城谷昌光）▽慶次郎縁側

日記白雨（北原亞以子）▽心霊特捜（今野敏）▽聖女

の救済・ガリレオの苦悩（東野圭吾）▽風のガーデン

（東野圭吾・倉本聡）▽風葬（桜木紫乃）▽ちょいな

人（萩原博）▽告白（湊かなえ）

＜児童書＞▽続・これがほんとの大きさ！古代のいき

ものたち（ステイーブン・ジョイ・キングズ）▽みん

なをビックリ指せる！かんたんてじながいっぱいむ

（カルチャーランド）

■みずうみ読書の家　 75 4702

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

お 知 ら せ

　みずうみ読書の家は、旧火山

科学館の改修工事に伴い、洞爺

湖温泉中央集会所にて開設して

いましたが、2階部分の改修工

事が完了することから、旧火山

科学館へ戻ります。詳細につき

ましては次のとおりです。

■2月18日まで　　　　

　洞爺湖温泉中央集会所にて開

設

■2月19日～3月1日　

　移転作業のため休館となりま

す。

■3月2日～　　　　

　旧火山科学館にて開設

※サミット開催による国の機関

の利用及び、改修工事に伴い、

洞爺湖温泉中央集会所での開設

となり、地域住民の皆様には大

変ご迷惑をおかけいたしました。

ご協力ありがとうございました。

　　　

あぶた読書の家へ

　入江　西岡勇吉様より

　風信帳―嵯峨天皇の引仁2

（811）～同4年（813）、空海と

最澄（さいちょう）が交わした

往復書簡で、空海から最澄に宛

てたものが風信帳と呼ばれ、3通

の書簡をまとめて一つにしたもの

（現物は国宝）。

　故宮の書寶　　　　10巻

　図　　　書　　　　23冊

　現代日本思想体系　28冊

　太極拳原図

　　　　　　

＜一　般＞  ▽羊の歌　わが回想（加藤周一）▽火の国

＜上・下＞（池波正太郎）▽あまりに野蛮な＜上・下＞

（津島佑子）▽銀のみち一条＜上・下＞（玉岡かおる）

▽あなたの獣（井上荒野）▽海鳴り＜上・下＞　よろず

や平四郎活人剣　漆の実のみのる国（藤沢周平）▽奇跡

のリンゴ（石川拓冶）▽磐梯山噴火（北原糸子）▽医師

がすすめるウオーキング（泉つぐひこ）

＜今月のおすすめ＞ 1、ポプラ社出版「百年の小説」森

鴎外から太宰治まで、51人の名短編をこの一冊に。2、

岩崎書店出版「としょかんライオン」（ミッェル・ヌー

ドセン著）2007年海外翻訳絵本「この絵本が好き」第1位

みずうみ読書の家の
移転について

～図書の寄贈を
　　いただきました～

祝日 11日
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洞
爺
湖
町
育
英
基
金
育
英
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
貸
付
対
象
　
親
権
者
な
ど
が
洞
爺 
 

 
 
 
 
 
 

湖
町
内
に
住
所
を
有 
 

 
 
 
 
 
 

し
、
成
績
優
秀
で
経 
 

 
 
 
 
 
 

済
的
理
由
に
よ
り
就 

 
 
 
 
 
 

学
困
難
な
学
生

■
貸
付
金
額
　
高
校
生
（
定
時
制
含 

 
 
 
 
 
 

む
）
月
額
1
万
円
以 
 
 

 
 
 
 
 
 

内
／
高
専
生
、
専
門 

 
 
 
 
 
 

学
校
生
、
短
大
生
、

 
 
 
 
 
 

月
額
1
万
3
千
円
以

 
 
 
 
 
 

内
/
大
学
生
（
大
学

　
　
　
　
　
　
院
生
は
除
く
）
月
額

 
 
 
 
 
 

1
万
8
千
円
以
内
　

■
貸
付
期
間
　
正
規
通
常
就
学
期
間

■
貸
付
条
件
　
①
貸
付
け
は
原
則
無

　
　
　
　
　
　
利
子
②
親
権
者
な
ど

　
　
　
　
　
　
の
世
帯
収
入
が
基
準

　
　
　
　
　
　
以
下
で
あ
る
こ
と
③

　
　
　
　
　
　
貸
付
け
終
了
後
６
カ

　
　
　
　
　
　
月
経
過
後
か
ら
就
学

　
　
　
　
　
　
期
間
の
2
倍
以
内
の

　
　
　
　
　
　
期
間
で
返
還

■
必
要
書
類
　
育
英
生
願
書
、
学
校

　
　
　
　
　
　
長
推
薦
調
書
、
成
績

　
　
　
　
　
　
証
明
書
、
収
入
を
証

　
　
　
　
　
　
明
す
る
書
類
、
合
格

　
　
　
　
　
　
通
知
又
は
在
学
証
明

　
　
　
　
　
　
な
ど

■
申
込
み
　
3
月
31
日
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
会
必
着

※
詳
し
く
は
、
洞
爺
湖
町
教
育
委
員

会
管
理
課(

　
74-

3
0
0
9)

　　
平
成
21
年
度
前
期
の
技
能
検
定
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
受
付
期
間
　
4
月
2
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
4
月
15
日
（
水
）

■
技
能
種
類
　
造
園
・
金
属
熱
処
理

　
　
　
　
　
　
・
機
械
加
工
・
建
築

　
　
　
　
　
　
板
金
仕
上
げ
・
建
具

　
　
　
　
　
　
製
作
・
と
び
・
防
水

　
　
　
　
　
　
施
工
・
塗
装
サ
ッ
シ

　
　
　
　
　
　
施
工
・
化
学
分
析
・

　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
な
ど

■
問
合
せ
先
　
胆
振
地
方
技
能
訓
練

　
　
　
　
　
　
協
会
（
胆
振
支
庁
商

　
　
　
　
　
　
工
労
働
観
光
課
内
・

　
　
　
　
　
　
　
０
１
４
３-

24-

９

　
　
　
　
　
　
５
８
８
）

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
、
2
月
16
日
（
月
）
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
3

月
16
日
（
月
）
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申

告
の
受
付
は
3
月
31
日
（
火
）
ま
で

で
す
。

　
申
告
書
は
、
「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で
作
成

し
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、
送

付
又
は
※
電
子
申
告
（
e-

T
a
x
）

に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

　
e-

T
a
x
の
詳
細
は
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
税
務
署
の
申
告
会
場
に
お

き
ま
し
て
は
、
会
場
の
有
効
活
用
の

た
め
大
部
分
を
立
席
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
申
告
書
な
ど
の
提
出
時

に
は
計
算
内
容
の
確
認
を
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。
（
計
算
内
容
の
確
認
は
後
日
行

い
ま
す
。
）

■
問
合
せ
先
　
室
蘭
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
０
１
４
３-

22-

４

　
　
　
　
　
　
１
５
１

■
内
　
　
容
　
広
報
用
映
画
の
上
映
、

information

心
か
ら

お
く
や
み

申
し
あ
げ
ま
す

故井上利雄さん
■12月14日死去
■61歳■遺族は
誠一さん■泉区

故山崎初枝さん
■12月26日死去
■79歳■遺族は
利春さん■虻2区

故常盤ヒテさん
■12月24日死去
■96歳■遺族は
稔さん■青1区

故工藤トシさん
■12月29日死去
■87歳■遺族は
憲靜さん■虻1区

故近井貞雄さん
■12月10日死去
■78歳■遺族は
カツ子さん■入1区

平
成
21
年
度
洞
爺
湖
町
育
英

基
金
貸
付
学
生
（
育
英
生
）
の

募
集

後
期
技
能
検
定
国
家
試
験
の

ご
案
内

技
能
士
を
め
ざ
す
み
な
さ
ん
へ

申
告
書
は
ご
自
分
で

　
　
　
　
作
成
し
お
早
め
に

　町では電源立地地域対策交付

金を受け、平成20年度「乳児（0

歳児）保育事業」を行いました。

　この交付金事業は、北海道が

水力発電施設（虻田発電所）設

置により生じた自然環境又は生

活環境への影響を緩和するため、

水力発電施設周辺市町村に対し、

交付されるものです。

　この乳児（0歳児保育）事業に

ついては、近年における保育所

に対する様々なニーズに応える

べく、前年度に引き続き洞爺湖

温泉地区の「桜ヶ丘保育所」に

おいて実施しており、地域社会

における児童福祉に寄与できた

ものと考えております。

震源立地地域対策交付金

　　　　　　
（乳児（0歳児保育事業）について）

震源立地地域対策交付金

　　　　　　

裁
判
員
制
度
出
張
講
座

　
　
　
i n
洞
爺



　
　
　
　
　
　
裁
判
員
制
度
の
解
説
、

　
　
　
　
　
　
質
疑
応
答

■
日
　
　
時
　
3
月
4
日
（
水
）
午

　
　
　
　
　
　
後
2
時
～
4
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
午
後
1
時
30
分
か

　
　
　
　
　
　
ら
受
付
）

■
場
　
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
3
階

　
　
　
　
　
　
防
災
研
修
ホ
ー
ル
　

■
募
集
人
数
　
約
40
人
　
入
場
自
由

　
　
　
　
　
　
で
す
が
、
席
に
限
り

　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。
電
話

　
　
　
　
　
　
に
て
問
合
わ
せ
て
く

　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
期
間
　
2
月
27
日
（
金
）
迄

　
　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午

　
　
　
　
　
　
後
5
時（
平
日
の
み
）

■
問
合
せ
先
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室

　
　
　
　
　
　
蘭
支
部
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
　
０
１
４
３-

44-

６

　
　
　
　
　
　
７
３
３

■
主
　
　
催
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室

　
　
　
　
　
　
蘭
支
部

　
地
元
で
楽
し
く
冬
を
乗
り
切
ろ
う

参
加
者
募
集
！

■
日
　
　
時
　
2
月
28
日
（
土
）
午

　
　
　
　
　
　
後
4
時
～

■
会
　
　
場
　
洞
爺
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
天
翔
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

■
参
加
費
　
1
名
　
2
、
8
0
0

　
　
　
　
　
　
円
※
ボ
ー
リ
ン
グ
2

　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ム
・
靴
代
バ
イ

　
　
　
　
　
　
キ
ン
グ
代
・
保
険
料

　
　
　
　
　
　
を
含
む
（
ボ
ー
リ
ン

　
　
　
　
　
　
グ
終
了
後
バ
イ
キ
ン

　
　
　
　
　
　
グ
・
入
浴
も
可
）
参

　
　
　
　
　
　
加
賞
及
び
賞
品
も
あ

　
　
　
　
　
　
り
ま
す
よ
！

■
参
加
対
象
　
一
般
成
人
者
（
先
着

　
　
　
　
　
　
30
名
）

■
主
　
　
催
　
と
う
や
湖
レ
ク
リ
エ

　
　
　
　
　
　
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

■
申
込
先
　
と
う
や
湖
レ
ク
リ
エ

　
　
　
　
　
　
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
　

　
　
　
　
　
　
　
76-

3
5
8
9
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
木
）

　
　
　
　
　
　
　
76-
5
0
1
8
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
石
）

■
締
切
り
　
2
月
20
日
（
金
）

　
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る

排
出
基
準
値
は
、
0
・
1
ナ
ノ
グ
ラ

ム
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
測
定
結

果
は
、
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
】

1
号
炉 

■
測
定
日
　
平
成
20
年
10
月
17
日

■
測
定
結
果
　
0
、
0
0
3
1
（
ナ

　
　
　
　
　
　
ノ
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
、

　
　
　
　
　
　
10
億
分
の
1
グ
ラ
ム
）

　
詳
し
く
は
、
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

総
務
課
（
　
０
１
４
３
‐
59
‐
０
７

０
５
）
へ
。
　

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
土
井
鉄
雄
さ
ん
（
泉
区
）
は
1
万

円▼
ダ
テ
ユ
ウ
タ
さ
ん
は
5
千
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
清
水
ク
ラ
ブ
は
6
、
9
6
9
円

〈
寄
附
物
品
〉

▼
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
清
水
ク
ラ
ブ
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ふれあい交流会に参加しませんか？

申込み
問合せ先 洞爺湖町社会福祉協議会（　76‐4363）メール toyako-sha.abuta@jupiter.ocn.ne.jp
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　洞爺湖町社会福祉協議会では、平成21年度「ふ

れあい交流会」の参加者を募集します。

　町内にお住まいのお年寄り同士のふれあいを図

りながら、健康で生きがいのある暮しが送れるよ

う、ふれあい交流会を虻田・洞爺地区でそれぞれ

行っています。

　簡単なゲームや軽い体操に取組み、お昼にはボ

ランテイアさんの手作りの昼食を味わいながら、

近況を語り合うなど楽しいひとときを過します。

「友達がいない…ひとりでの参加がちょっと心細

い…」という方でも大丈夫。気軽に参加して、仲

間の輪を広げてみませんか。初めての参加、大歓

迎です。自力で参加できない方はボランテイアの

送迎も行っていますので、申込みの際ご相談くだ

さい。

■開　催　5月～11月　毎週水曜日、午前10時～

　　　　　午後1時（参加者は隔週の利用になり

　　　　　ます）

■会　場　健康福祉センターさわやか

■参加費　1回200円（食事の材料代）

■対象者　町内にお住まいのひとり暮しの方で、

　　　　　男性70歳以上、女性75歳以上

■申込み　3月31日まで

　★洞爺地区は通年開催しており、対象者には別

途個人通知を差し上げます。

  【虻田地区ボランテイアを募集しています】
　

　ふれあい交流会をサポートしていただけるボラ

ンテイアを募集しています。ひとり暮しの高齢者

のみなさんが楽しく参加できるよう、送迎や食事

の支度などをお手伝いしていただけませんか。
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２月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞

火・木・土曜日

　　　　午後 1時～午後8時30分

日曜日　午前10時～午後5時30分

　※両施設とも祝祭日休館。＜利用料＞1回200円(両センター共通券)

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞

 月～金曜日

　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

２月13日(金）

    20日(金）

    24日(火）

    27日(金）

    

２月13日(金）

    27日(金）

２月20日(金）

洞爺総合支

所

健康福祉セ

ンター

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

２月26日(木）
午前10時～

12時

午前10時～

11時30分

午前10時～

11時30分

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター

76－4006 (健康指導係)

洞爺地区

健康相談

保育所開放

親子ふれあ

い遊び

本町保育所

乳児検診
受付 午後1時

～1時30分

健康福祉セ

ンター

人口と世帯の動き (平成20年12月31日現在)

男…… 4,974人

女…… 5,650人

計……10,624人

世帯…… 5,228世帯

月対比

(△  2)

(△  6)

(△  8)

(△ 13)

今月のワンショット

個別通知します

  ３月の 予定

◆洞爺地区健康相談/3月3日(火)・6日(金)・10日(火)

・20日(金)・13日(金)・17日(火)・24日(火)・27日(金)

（洞爺総合支所）

◆1歳6ヵ月健診/3月5日(木)（健康福祉センター）

◆保育所開放/3月6日(金)（本町保育所）

◆フッ素塗布/3月12日(金)（健康福祉センター）

◆親子ふれあい遊び/3月13日(木)

（健康福祉センター）

◆乳児検診/3月26日(木)

（洞爺ふれ愛センター）

　洞爺湖文化センターの中にありました洞爺湖温泉支
所と観光振興課が、この度旧火山科学館に移転するこ
とになりました。新事務所での業務開始は、3月2日か
らとなっています。電話番号は今までどうりで変わり
ません。
　なお支所と観光振興課の後は、文化センターの楽屋
として利用していく予定になっています。
　町民皆さんのご理解をお願いします。
　　

温泉支所・観光振興課

　　が新事務所に移転3月2日から 温泉支所・観光振興課

　　が新事務所に移転

洞爺湖

中央通

洞爺湖町役場洞爺湖温泉支所
役場観光振興課
みずうみ読書の家

洞爺湖文化センター

(旧火山科学館)
道南バスターミナル

洞爺湖駐車場

洞爺湖駐車場

センターパークゴルフコース

交　番

3丁目通

「さわやか」

の　行　事　予　定

熱心に編み物に取組む
ウィメンズネットワーク洞爺湖の皆さん

熱心に編み物に取組む
ウィメンズネットワーク洞爺湖の皆さん


